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※今年度の活動は、新型コロナウイルス感染症拡大防止策を行った上で実施しています。写真は昨年度のものも含まれています。
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　未来を担う子どもたちにとっては、家

庭や学校だけでなく、地域社会との関わ

りも大切です。

　子どもたちがさまざまな人と関わりな

がら多彩な体験・経験を積み重ねること

で、これからの時代を生きるための幅広

い知識と能力、心の豊かさが育まれます。

　今回は、学校を拠点として地域で活動

する２つの取り組みを紹介します。

問生涯学習課☎（632）2676

　できるときに」

子どもたちの成長を見守りたい

　私たちは子どもたちのために、学校と地域の

橋渡し役として日々活動しています。

　子どもたちからの「ありがとう」や、子どもたち

が学校や地域で成長していくのを実感できるこ

とが、私たちの一番のやりがいです。

　地域の先輩方は気負わずにボランティアを続

けていて、その姿を目にすると、私たちも「身近

な子どもたちのために行動したい」という気持

ちになります。

　また、子どもたちを介し、日常生活では携わる

ことのない人とつながったり、新しい経験をした

りすることで、自分に向いていることや地域の良

さを再発見できています。

　これからも、人とのつながりを大切にして、学校や

地域と一緒に子どもたちを見守っていきたいです。

西原小学校魅力ある学校づくり地域協議会

西原小学校サポーター会議
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魅力ある学校づくり地域協議会
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。
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ラ
ウ
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ゴ
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の
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地
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迎
え
て
行
う
囲

碁
・
将
棋
教
室
な
ど
、
地
域
に
よ
る
運

営
で
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ュ
ー
を
企
画
し
な
が
ら
、
現
在
54

小

学
校
区
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

「できることから　

活動の輪を未来につなげていきたい

　私たちは、放課後の時間を使って、子どもた

ちに楽しさと達成感を感じられるような体験活

動を企画しています。

　参加児童に楽しんでもらえるのが一番の喜び

ですが、子どもたちの個性や発想はさまざまで、

私たちも日々たくさんの発見があります。

　また、企画は常に新しいものを取り入れるよ

う心掛けて、地域や企業の協力を得て開催する

活動もあります。

　コーディネーターを続ける秘訣は、頑張りす

ぎない程度に頑張ること。これからも、体験と

交流の機会を子どもたちに提供していけるよう、

活動の輪を広げて、未来へつなげていきたいと

思います。

今泉小放課後子ども教室

今泉わくわくステーション

地域の力を合わせて　子どもたちを笑顔に！
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齋藤 美知枝さん 原　三佳さん

　国の調査でも、地域での教育は、

子どもたちの学力への良い影響が

あるという結果が出ています。

　また、地域からは「子どもたちが元

気に挨拶できるようになった」「地域

で子どもたちを見守る体制ができて

きた」などの声も聞こえてきます。

▲出典　　文部科学省　「全国学力・学習状況調査」

　　　　　平成31年度（令和元年度）公表

地域による子育ての効果
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